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 (百万円未満切捨て) 

１．平成26年10月期の連結業績（平成25年11月１日～平成26年10月31日） 
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年10月期 36,735 21.1 3,443 62.5 4,094 43.4 2,460 39.6 
25年10月期 30,334 12.6 2,118 △5.9 2,855 8.4 1,762 10.5  

(注) 包括利益 26年10月期 4,019 百万円( 2.5 ％)  25年10月期 3,920 百万円( 75.5 ％) 
  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

26年10月期 54.37 ― 6.4 7.5 9.4 
25年10月期 39.20 ― 5.1 5.9 7.0  

(参考) 持分法投資損益 26年10月期 409 百万円  25年10月期 203 百万円 
    

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年10月期 57,576 44,029 70.2 880.67 
25年10月期 50,928 39,496 70.9 803.38  

（参考) 自己資本 26年10月期 40,413 百万円  25年10月期 36,123 百万円 
    

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

26年10月期 2,805 △1,184 1,043 8,747 
25年10月期 △172 △1,282 △566 6,077 

  

 
  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

配当金総額 
(合計) 

配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

25年10月期 ― ― ― 5.00 5.00 225 12.8 0.6 
26年10月期 ― ― ― 10.00 10.00 461 18.4 1.2 
27年10月期  
(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00  ―  

 
(注)  26年10月期 期末配当金の内訳    普通配当 5円00銭  記念配当 5円00銭 

        
    

３．平成27年10月期の連結業績予想（平成26年11月１日～平成27年10月31日）  
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期(累計) 21,000 14.3 2,200 1.5 2,550 1.1 1,650 3.0 34.87 
通 期 42,000 14.3 3,800 10.4 4,500 9.9 2,700 9.7 58.84    



※ 注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 
 

  新規  社 (社名)  、 除外  社 (社名)  
  

 
  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
  

(注) 詳細は、添付資料P.14「３．連結財務諸表 (6)会計方針の変更」をご覧ください。 
  

（３）発行済株式数（普通株式） 

 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年10月期 51,849,917 株 25年10月期 51,849,917 株 

② 期末自己株式数 26年10月期 5,960,363 株 25年10月期 6,885,956 株 

③ 期中平均株式数 26年10月期 45,256,377 株 25年10月期 44,977,223 株 
  

(注)26年10月期の自己株式数には、従業員持株会信託型ESOPの保有する当社株式数（130,900株）が含まれております。 
  

(参考) 個別業績の概要 
１．平成26年10月期の個別業績（平成25年11月１日～平成26年10月31日） 
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年10月期 25,644 21.7 2,336 68.1 2,645 30.5 1,690 21.4 
25年10月期 21,067 20.5 1,389 2.5 2,027 18.4 1,392 17.0 

  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

 円 銭 円 銭 

26年10月期 37.24 ― 
25年10月期 30.84 ― 

  

 
  

（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 % 円 銭 

26年10月期 41,685 33,703 80.9 732.76 
25年10月期 38,152 30,410 79.7 673.65  

(参考) 自己資本 26年10月期 33,703 百万円  25年10月期 30,410 百万円 
  

  
 ２．平成27年10月期の個別業績予想（平成26年11月１日～平成27年10月31日）  

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり     当

期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期(累計) 15,000 15.4 2,000 7.7 1,300 4.5 28.64 
通 期 30,000 17.0 3,100 17.2 2,000 18.3 44.06 

  

 
  

※ 監査手続の実施状況に関する表示  
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的で 
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については2ページ「1.経営成績 
（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績 

（1）経営成績に関する分析 

 

  ①当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動といった影響

が一巡し、金融緩和政策による下支えや雇用・所得環境の改善などを背景に、非常に緩やかながらも

回復軌道をたどることが期待された中、２四半期連続のGDPマイナス成長となり、回復のテンポが鈍化

している状況です。また、世界経済も、米国経済の回復がみられるものの新興国・資源国経済の動向、

欧州における債務問題の展開や低インフレ長期化のリスク等が懸念材料となっています。 

さて、農薬業界を取り巻く情勢は、中国の需要増期待などがあるものの、米国での順調な生育状況

や潤沢な世界在庫量などを背景に、大豆・とうもろこしなどの穀物価格は値を下げています。穀物価

格相場の影響などを受けた作付け作物の変動などを含めて、今後の動向を注視していく必要がありま

す。 

化成品業界においては、不安定な世界経済情勢を背景に、依然として本格的な回復には至っておら

ず、今後の経済環境を見極めながら対処していく必要があります。 

このような状況のもと、創業５０周年の節目を迎える第５０期は、主要顧客・調達先との戦略的パ

ートナーシップの構築推進、並びに顧客価値実現に向けた「事業領域の拡大を基盤とした事業確立

の推進」をベースに、販売予測を反映した調達・設備投資の最適化や、調達・生産面での継続的な

原材料削減努力により既存製品及び新製品の採算性を強く意識した取組みの推進強化に努めました。 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比 21.1％増の 367億 3千 5百万円とな

りました。 

収益面では、農薬事業における近年上市した開発原体の需要増により、経常利益は、前連結会計年

度比 43.4％増の 40億 9千 4百万円となりました。当期純利益は、前連結会計年度比 39.6％増の 24

億 6千万円となりました。 

 

②当期のセグメント別の状況 

〔農薬事業〕 

除草剤、殺菌剤、その他、農薬原料を主とした農薬事業につきましては、既存剤の減少はありまし

たが、近年上市した海外向け畑作用除草剤、国内外向け水稲用除草剤、国内向け殺菌剤の拡販により、

当事業の売上高は、228億1千7百万円（前連結会計年度比25.8％増）、セグメント利益は33億8千6百万

円（前連結会計年度比57.0％増）となりました。 

 

〔化成品事業〕 

トルエン・キシレン系化学品、精密化学品、産業薬品を主とした化成品事業につきましては、ト

ルエン・キシレン系化学品である農薬原料、樹脂原料等の増加により、当事業の売上高は、124億 7

千 7百万円（前連結会計年度比 15.0％増）、セグメント利益は 8億 7千 7百万円（前連結会計年度比

15.1％増）となりました。 

 

③次期の見通し 

わが国経済は、個人消費の回復ペースが小幅に留まる中、良好な投資環境を背景とした設備投資の増

加などによる内需の回復を受けて、緩やかながらも回復局面へ向かいつつあります。しかしながら、海

外経済に目を向けると、中国をはじめとする海外経済の成長鈍化が見込まれており、先行き不透明

感は引き続き拭いきれない様相を示しております。 

かかる状況下で、当社グループといたしましては、中期的視点に立った販売予測を充分に反映し
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た調達・設備投資の最適化や、調達・生産面での継続的な原材料費削減努力により、主力製品群の

採算性を強く意識した取り組みを引き続き実施してまいります。また、顧客価値実現に向けた能動

的な取り組みのもと、当社グループの組織力を最大限に活かすべく、常に挑戦・改革の意識を持っ

て不断の努力を重ねてまいる所存でございます。 

次期の連結業績予想につきましては、売上高 420 億円、営業利益 38 億円、経常利益 45 億円、当

期純利益 27億円を見込んでおります。 

また、為替レートは 1ドル=103円、1ユーロ=133円を想定しております。 

 

（2）財政状態に関する分析 

  ①当期の資産、負債および純資産の状況に関する分析 

当連結会計年度末の資産および負債、純資産につきましては、以下のとおりであります。 

資産は、現金及び預金ならびに受取手形及び売掛金等の増加により、前連結会計年度比 66億 4千

8百万円増加し、575億 7千 6百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金ならびに設備支払手形、短期借入金等の増加により 21億 1千 5百万

円増加し 135億 4千 7百万円となりました。 

純資産は、440億2千9百万円となり、自己資本比率は70.2％と前連結会計年度比0.7ポイント減少しま

した。 

 

②当期のキャッシュ・フローの状況に関する分析 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益および減価償却費等により、28

億 5百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により 11億 8千 4百万

円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の売却による収入等により 10億 4千 3百万円の

収入となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末残高に比べ26億6千9

百万円増加し、87億4千7百万円となりました。 

 

＜キャッシュ･フロー関連指標の推移＞  

 23年10月期 24年10月期 25年10月期 26年10月期 

自己資本比率（％） 69.7 71.2 70.9 70.2 

時価ベースの自己資本比率（％） 28.5 37.2 65.1 89.7 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.3 0.4 -  0.3 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 257.0 245.9 - 198.3  

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

（注５）平成25年10月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率およびインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシュ・フ

ローがマイナスのため記載を省略しております。 
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（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主への利益還元を重要な課題の一つと考え、配当政策については、安定配当の継続を

基本とし、業績動向及び今後の事業展開に備えるための内部留保の充実等を総合的に考慮し決定す

る方針を採っております。 

内部留保金につきましては、研究開発投資、設備投資等企業体質の強化と将来の事業展開に向け

て効率的に活用し、企業価値の一層の増大に努めてまいります。 

また、自己株式の取得・活用を通じて株式価値の向上に資するよう努めてまいります。 

なお、当期の配当につきましては、１株につき５円の普通配当に加え、50 周年記念配当として 1

株につき５円を合わせた１０円といたしました。 

次期の配当は、１株につき１０円の普通配当（中間配当５円、期末配当５円）を予定しています。 

 

（4）事業等のリスク 

事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性があ

る事項には、以下のようなものがあります。 

ただし、これら事業等のリスクは、当連結会計年度末現在において判断したものであり、全てを網

羅したものではありません。 

①経済状況 

当社グループが製品販売及び原材料、商品購入している国の経済状況あるいは顧客企業の業績状況

の変化等により需要の減少、値下げ要求、購入価格の値上げが発生した場合、当社グループの経営

成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

②為替変動 

当社グループの当連結会計年度における海外売上高は、連結売上高のほぼ半分を占めており、当社

グループは為替相場の変動によるリスクを回避する目的で出荷時為替予約、円建輸出取引を実施し

ておりますが、すべてのリスクを回避することは不可能であり、為替相場の変動は、当社グループ

の経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可能性があります。 

③原材料価格の変動 

当社グループが使用する主要原材料は原油を基礎原料としているため、原油価格については中東情

勢・需給バランス等の様々な要因により変動しますので、原油価格の上昇に伴う原材料価格の上昇

は、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性があります。 

④研究開発 

当社グループは、新製品の上市、新技術の確立を目指して、積極的に研究開発を行っております。

当社グループの研究開発は、新農薬の合成および次世代事業の創生のための探索研究を含んでいる

ため、研究開発期間が長期化する場合があります。また、新製品の開発、新技術の確立が遅延した

り断念せざるを得ない場合には、当社グループの経営成績ならびに財務状況に悪影響をおよぼす可

能性があります。 

⑤地震等の自然災害 

当社グループの生産拠点は静岡県に集中しており、東海地震の対象地域となっております。当社グ

ループでは、地震対策として設備等の耐震構造の強化を実施しておりますが、地震が発生した場合

には、生産活動の停止および設備の破損等により、当社グループの業績に悪影響をおよぼす可能性

があります。 
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２．経営方針 

（1）会社の経営の基本方針 
当社は、「人と自然のニーズに応え、新しい価値の創造を通じ、豊かな人間社会の実現に貢献する。」

を経営理念とし、メーカーとして社会に有益な製品を開発・生産し、これを供給することを通じて社

会貢献できるよう努めております。 

当社は、長年培ってきた有機合成技術を基にグローバルな市場を対象に農薬原体、医・農薬中間体

及びアミン類を中心とした事業を展開し、高収益企業グループを目指してまいります。 

 

（2）目標とする経営指標 

当グループは、安定かつ効率的な企業成長を目指し、収益性を重視した経営を行っております。具

体的には、売上高営業利益率及び総資本営業利益率を経営の重要な指標と位置づけて、今後も企業価

値の向上に努めてまいります。 

 

（3）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

当社は、中期経営計画「～Completion of Customers’Functions～ 顧客価値実現の完遂」の最終年

度として、調達手段最適化の推進で得られた国内外における調達機能の更なる強化を図るとともに、

「顧客価値」を実現する機能を担保した「独自ビジネスモデル」の構築により、有機合成事業極大化

を達成するべく、以下に示す基本方針を掲げて取り組んでおります。 

 

1．「自らチャレンジする企業風土」を社員一人ひとりに浸透させて「独自ビジネスモデル」を構築し、

その運用を通して常に業績拡大が期待できる事業体質を確立する。 

2．「顧客価値」実現に視点を置いた「グローバル調達戦略」のもと、農薬原体を含む関連製品のより

一層の調達手段最適化の実現により「利益最大化」を図るとともに、この仕組みを基盤とした開発・

販売、および評価機能の確保と、「有機合成新規核技術」確立検討の連動により、農薬関連事業の拡

大と新規事業構築に挑戦する。 

3．「安全」を最優先事項と位置付けて、その推進・監視システムの確実な運用により、関連会社およ

び主要外注先を含む安全操業を徹底する。 

4．経営基盤強化のため、内部統制の充実とコンプライアンスの推進を図るとともに、事業継続計画の

策定により、リスクマネジメントを徹底する。 

 

創立５０周年の節目を迎えた平成 27 年 10 月期は、事業領域の拡大を基盤とした積極的な事業推進

により、顧客価値実現に向けた能動的取り組みの推進強化を図ります。とりわけ中国においては、関

連会社「上海群力化工有限公司」並びに現地 100％子会社「庵原化学貿易（上海）有限公司」を基盤

とし、グローバル調達のより一層の推進と、開発・販売活動との連動による中国市場への着実な深耕

により、利益最大化を目指した積極的なチャレンジを進めて参ります。 
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３．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年10月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年10月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 6,443 8,713 

    受取手形及び売掛金 8,616 9,781 

    有価証券 496 494 

    商品及び製品 6,215 6,297 

    仕掛品 2,082 2,517 

    原材料及び貯蔵品 2,536 2,733 

    繰延税金資産 590 693 

    その他 943 84 

    貸倒引当金 △1 － 

    流動資産合計 27,924 31,316 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 11,278 11,372 

      機械装置及び運搬具 31,432 31,761 

      工具、器具及び備品 2,340 2,383 

      土地 3,708 3,708 

      建設仮勘定 7 798 

      その他 28 32 

      減価償却累計額 △38,982 △39,756 

      有形固定資産合計 9,812 10,301 

    無形固定資産 98 94 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 12,065 14,359 

      退職給付に係る資産 － 322 

      繰延税金資産 285 322 

      その他 750 868 

      貸倒引当金 △9 △9 

      投資その他の資産合計 13,093 15,864 

    固定資産合計 23,004 26,260 

  資産合計 50,928 57,576 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年10月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年10月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 3,548 3,891 

    短期借入金 400 620 

    1年内返済予定の長期借入金 － 69 

    未払法人税等 458 927 

    賞与引当金 467 515 

    設備関係支払手形 834 1,160 

    その他 2,229 1,866 

    流動負債合計 7,938 9,051 

  固定負債     

    長期借入金 － 227 

    退職給付に係る負債 － 1,545 

    退職給付引当金 1,381 － 

    役員退職慰労引当金 440 510 

    繰延税金負債 1,583 2,128 

    その他 87 83 

    固定負債合計 3,493 4,495 

  負債合計 11,431 13,547 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,764 2,764 

    資本剰余金 5,148 5,833 

    利益剰余金 26,167 28,402 

    自己株式 △1,701 △1,546 

    株主資本合計 32,378 35,453 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 3,763 4,798 

    為替換算調整勘定 △19 232 

    退職給付に係る調整累計額 － △71 

    その他の包括利益累計額合計 3,744 4,960 

  少数株主持分 3,373 3,615 

  純資産合計 39,496 44,029 

負債純資産合計 50,928 57,576 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

連結損益計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

売上高 30,334 36,735 

売上原価 23,668 28,244 

売上総利益 6,665 8,491 

販売費及び一般管理費 4,547 5,047 

営業利益 2,118 3,443 

営業外収益     

  受取利息 10 5 

  受取配当金 141 157 

  受取賃貸料 37 36 

  持分法による投資利益 203 409 

  為替差益 325 22 

  雑収入 31 35 

  営業外収益合計 750 666 

営業外費用     

  支払利息 7 14 

  雑損失 5 1 

  営業外費用合計 12 15 

経常利益 2,855 4,094 

特別利益     

  投資有価証券売却益 － 2 

  受取保険金 － 23 

  保険差益 2 － 

  固定資産売却益 151 － 

  その他 0 － 

  特別利益合計 155 26 

特別損失     

  固定資産除却損 110 114 

  賃借物件原状回復費用 12 6 

  特別損失合計 122 121 

税金等調整前当期純利益 2,888 3,999 

法人税、住民税及び事業税 997 1,384 

法人税等調整額 △63 △112 

法人税等合計 934 1,271 

少数株主損益調整前当期純利益 1,954 2,728 

少数株主利益 191 267 

当期純利益 1,762 2,460 
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連結包括利益計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,954 2,728 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 1,813 1,039 

  持分法適用会社に対する持分相当額 153 251 

  その他の包括利益合計 1,966 1,291 

包括利益 3,920 4,019 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 3,723 3,747 

  少数株主に係る包括利益 197 272 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

  前連結会計年度(自 平成24年11月１日 至 平成25年10月31日) 

  

  

 

(単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,764 5,147 24,630 △1,640 30,902 

当期変動額   

剰余金の配当  △225 △225 

当期純利益  1,762 1,762 

自己株式の取得  △61 △61 

自己株式の処分  0 0 0 

信託による自社株式 

の譲受 
        ― 

信託による自社株式 

の譲渡 
        ― 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
  

当期変動額合計 ― 0 1,537 △61 1,476 

当期末残高 2,764 5,148 26,167 △1,701 32,378 
 

  

その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定

退職給付に係る 

調整累計額 

その他の包括利益

累計額合計 

当期首残高 1,956 △172 ― 1,783 3,125 35,811 

当期変動額     

剰余金の配当     △225 

当期純利益     1,762 

自己株式の取得     △61 

自己株式の処分     0 

信託による自社株式 

の譲受 
          ― 

信託による自社株式 

の譲渡 
          ― 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
1,807 153 ― 1,960 248 2,209 

当期変動額合計 1,807 153 ― 1,960 248 3,685 

当期末残高 3,763 △19 ― 3,744 3,373 39,496 
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  当連結会計年度(自 平成25年11月１日 至 平成26年10月31日) 

  

 

(単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,764 5,148 26,167 △1,701 32,378 

当期変動額   

剰余金の配当  △225 △225 

当期純利益  2,460 2,460 

自己株式の取得  △4 △4 

自己株式の処分  685 267 953 

信託による自社株式 

の譲受 
      △120 △120 

信託による自社株式 

の譲渡 
      11 11 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
  

当期変動額合計 ― 685 2,235 154 3,075 

当期末残高 2,764 5,833 28,402 △1,546 35,453 
 

  

その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定

退職給付に係る 

調整累計額 

その他の包括利益

累計額合計 

当期首残高 3,763 △19 ― 3,744 3,373 39,496 

当期変動額     

剰余金の配当     △225 

当期純利益     2,460 

自己株式の取得     △4 

自己株式の処分     953 

信託による自社株式 

の譲受 
          △120 

信託による自社株式 

の譲渡 
          11 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
1,034 251 △71 1,215 241 1,457 

当期変動額合計 1,034 251 △71 1,215 241 4,532 

当期末残高 4,798 232 △71 4,960 3,615 44,029 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前当期純利益 2,888 3,999 

  減価償却費 1,461 1,406 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △93 － 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 69 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 25 48 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △1 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 24 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △14 

  前払年金費用の増減額（△は増加） 3 － 

  受取利息及び受取配当金 △152 △162 

  支払利息 7 14 

  持分法による投資損益（△は益） △203 △409 

  投資有価証券売却損益（△は益） － △2 

  固定資産除却損 110 114 

  保険差益 △2 － 

  売上債権の増減額（△は増加） △873 △1,164 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △2,444 △705 

  仕入債務の増減額（△は減少） △46 342 

  その他 121 △49 

  小計 794 3,509 

  利息及び配当金の受取額 204 187 

  利息の支払額 △7 △14 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,174 △900 

  保険金の受取額 11 23 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △172 2,805 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の償還による収入 400 400 

  有形固定資産の売却による収入 228 － 

  有形固定資産の取得による支出 △1,503 △1,542 

  無形固定資産の取得による支出 △6 △18 

  投資有価証券の取得による支出 △401 △827 

  投資有価証券の売却による収入 － 804 

  その他 0 △0 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △1,282 △1,184 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △300 220 

  長期借入による収入 － 320 

  長期借入金の返済による支出 － △22 

  自己株式の売却による収入 － 923 

  自己株式の取得による支出 △4 △124 

  配当金の支払額 △224 △225 

  少数株主への配当金の支払額 △30 △30 

  その他 △7 △18 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △566 1,043 
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                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 197 5 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,822 2,669 

現金及び現金同等物の期首残高 7,781 6,077 

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 118 － 

現金及び現金同等物の期末残高 6,077 8,747 
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6) 会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26号 平成 24年５月 17日。以下「退職給付会計基準」と 

いう。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25号 平成 24年５月 

17日。以下「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第 

35項本文および退職給付適用指針第 67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額 

を控除した額を退職給付に係る負債（年金資産の額が退職給付債務を超える場合には退職給付に係る資産） 

として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異および未認識会計基準変更時差異を退職給付に係る 

資産および退職給付に係る負債に計上しております。また、従来流動資産に「その他」として計上しており 

ました前払年金費用については、退職給付会計基準第 27項の規定に基づき、当連結会計年度末より「退職給 

付に係る資産」として固定資産に計上しております。 

    退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37項に定める経過的な取扱いに従っており、 

   当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額 

に加減しております。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る資産が 322百万円、退職給付に係る負債が 1,545 

百万円計上されております。また、その他の包括利益累計額が71百万円減少しております。 

なお、１株当たり純資産額は1.55円減少しております。 

 

  （7） 追加情報 

（従業員持株会信託型ＥＳＯＰに係る会計処理） 

当社は、平成 26年３月 12日開催の取締役会決議により、「イハラケミカル工業グループ従業員持株会」

（以下、「持株会」といいます。）を活用し、中長期的な企業価値の向上を目的として、従業員インセンテ

ィブプラン「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」（以下、「本制度」といいます。）を導入致しました。なお、

当連結会計年度より「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第 30号 平成 25年 12月 25日）を早期適用し総額法を適用しております。 

１．導入の目的 

      本制度は、福利厚生の一環として、当社ならびに当社グループ会社社員（以下、「当社グループ社員」

といいます。）の安定的な財産形成を促進するにあたり、当社グループ社員の勤労意欲や会社経営への参

画意識を高め、その結果として、当社の企業価値の向上を図ることを目的としております。 

   ２．本制度の概要 

      本制度は、当社が持株会に加入する従業員のうち、一定の要件を充足する者を受益者とする信託（以下、

本信託といいます。）を設定し、本信託は今後５年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株

式を借入により調達した資金で一括して取得いたします。なお、当社は本信託の当該借入に対し補償を行

います。本制度導入後、持株会による当社株式の取得は、本信託より行います。持株会による当社株式の

取得を通じ、本信託に売却益相当額が累積した場合には、これを残余財産として受益者要件を充足する当
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社グループ社員に対して分配します。一方、株価の下落により本信託が借入債務を完済できなかった場合

には、当社が借入先銀行に対して残存債務を弁済します。その際、持株会に加入する当社グループ社員が

その負担を負うことはありません。 

    ３．信託に残存する自社の株式 

      信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に

自己株式として計上しております。当連結会計年度末において、当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、

108百万円、130千株であります。 

    ４．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

     当連結会計年度末において、110百万円であります。 

 

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

   「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４

月１日以後開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い繰延税金

資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年11月１日に開始する連結会計年度に解消

が見込まれる一時差異については、従来の37.2％から34.8％となります。この変更に伴う影響は軽微であり

ます。 

 

(8) 連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社グループは、有機化学工業品の製造、販売を主事業とするメーカーであり、製品及び商品の用途別に

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。したがって当社グループは製品及び商

品の用途を基礎とした事業別セグメントから構成されており「農薬事業」「化成品事業」の２つを報告セグ

メントとしております。 

「農薬事業」は、農薬原体及び農薬関連剤の製造、販売を行っております。「化成品事業」は、医薬等の

有機中間体、ウレタン用架橋剤等のアミン類、防腐剤、防臭剤等の製造、販売を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産等の金額の測定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場

実勢価格に基づいております。 
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３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成24年11月１日  至  平成25年10月31日）      

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額 

農薬事業 化成品事業 計 

売上高       
 

  外部顧客への売上高 18,142 10,849 28,992 1,342 30,334   － 30,334 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 32 32 635 667 △667 － 

計 18,142 10,881 29,024 1,977 31,001 △667 30,334 

セグメント利益 2,157 762 2,919 54 2,974 △855 2,118 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△855百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当連結会計年度（自  平成25年11月１日  至  平成26年10月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額 

農薬事業 化成品事業 計 

売上高       
 

  外部顧客への売上高 22,817 12,477 35,295 1,439 36,735   － 36,735 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ 28 28 695 723 △723 － 

計 22,817 12,506 35,324 2,134 37,459 △723 36,735 

セグメント利益 3,386 877 4,264 56 4,320 △876 3,443 

（注）1. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファフィア酵母等の飼料用添
加剤、工業薬品類等の製造、販売等を行っております。 

2. セグメント利益調整額△876百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費
用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

１株当たり純資産額 803.38円 

 

  
１株当たり純資産額          880.67円 

１株当たり当期純利益金額 39.20円 
 

１株当たり当期純利益金額        54.37円 

    

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    ２．株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会信託型ＥＳＯＰに残存する自社の株式につ

いては、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

ります。 

    また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。 

    １株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当連結会計年度135千株

であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、当連結会計年度130千株であ

ります。 

 

 ３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度末 
(平成25年10月31日) 

当連結会計年度末 
(平成26年10月31日) 

純資産の部の合計額（百万円） 39,496 44,029 

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 3,373 3,615 

（うち少数株主持分） （3,373） (3,615) 

普通株式に係る純資産額（百万円） 36,123 40,413 

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 
（千株） 

44,963 45,889 

 

 

４．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年10月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年10月31日) 

当期純利益（百万円） 1,762 2,460 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,762 2,460 

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,977 45,256 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

 

 

 

イハラケミカル工業株式会社(4989)平成26年10月期決算短信

17



 

４．その他 

 

（１）役員の異動 

 

役員の異動につきましては、本日開示の「代表取締役及び役員の異動に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

以上 
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